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関西国際空港の国際ハブ化の早期実現等を求める要望書

平素は、当協議会の諸活動の推進に格段の御高配と御指導を賜り厚く御礼申し上げます。

これまで、地元泉州９市４町におきましては、「地域と共存共栄する空港づくり」という関

西国際空港建設の基本理念のもと、空港周辺の良好な環境づくりが図られるよう取り組むとと

もに、泉州地域の均衡ある発展に向け、臨空都市圏にふさわしいまちづくりを進めてまいりま

した。

昨年度、関西国際空港は、発着回数が約１３.３万回、外国人旅客数も約４９６万人と過去

最高を記録するなど、我が国における訪日外国人旅行者数１，０００万人の達成に大きく貢献

しました。また、成長著しいアジアの需要を取り込んでいけるよう、アジアを代表するＬＣＣ

拠点空港をめざし、第３ターミナルビルの建設が決定しました。

今年度は、開港２０周年という節目を迎え、発着回数と航空旅客数がいずれも順調に推移す

るとともに、４月に稼働したフェデックス北太平洋地区ハブによる国際的な物流拠点としての

プレゼンスも高まる中、関西国際空港は、国際ハブ空港としての機能の充実・強化に向け、新

たなステージへと歩み始めています。

また、今後、２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックやそれに続く関西ワールドマ

スターズゲームズの開催に向け、オールジャパンとして訪日外国人の受入体制を整えていくた

めには、関西国際空港が国際ハブ空港としてのポテンシャルを更に発揮することが必要である

と考えています。そのためには、コンセッションを通じて、財務構造の改善や一層の国際競争

力の向上と更なる航空需要の拡大を図るとともに、空港へのアクセス利便性を向上させること

で、関西国際空港を真の国際拠点として再生・強化することが急務であります。

関西国際空港の機能強化は、地元泉州のみならず関西経済の活性化に繋がるものであり、泉

州９市４町としましても、今後も関西国際空港との共存共栄のまちづくりを積極的に進めると

ともに、コンセッションの実現に一層協力してまいる所存です。

国におかれましては、完全２４時間運用が可能で広大な施設展開用地を有する関西国際空港

を、首都圏空港と並ぶ我が国の国際ハブ空港にふさわしい国際競争力を備えた空港としてその

機能を十分発揮できるよう、必要な施策・措置を講じていただきたく、次のとおり要望します。
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１.コンセッションについて

コンセッションの実施にあたっては、これまで築き上げてきた新関西国際

空港株式会社と地元泉州９市４町との関係を十分踏まえ、地元市町に対して

必要な情報提供を行うとともに、コンセッション実施後においても、空港運

営権者と地元市町との円滑・良好な関係が維持されるよう、国としても引き

続き適切な関与に努められたい。

特に、これまでの経緯を踏まえ、「環境面の特別の配慮」をはじめ、環境監

視、飛行経路に係る協議及び環境保全の取組については、空港運営権者の下、

適切に実施され、地元市町への説明責任が果たされるよう、国としても適切

な関与に努められたい。

２.航空ネットワークの充実について

関西国際空港が、関西への誘客促進と我が国全体の航空需要の拡大に資す

るよう、ＬＣＣ拠点機能の強化及び就航誘致、欧米等中長距離直行便の拡充

等による航空ネットワークの充実及び羽田線をはじめ国内主要都市路線の拡

充等による際内乗継機能の強化に、国としても十分に配慮されたい。

また、関西国際空港に就航している航空会社、特にＬＣＣの安定就航のた

め、操縦士等の養成・確保について、積極的な支援・協力を行われたい。



３.関西国際空港へのアクセス強化について

関西国際空港が、人・モノ・情報の交流拠点として優れた空港機能を発揮

するためにも、空港連絡橋の通行料金の恒久的低減化や大阪都心部とのアク

セス時間の大幅な短縮が可能となる関空リニアをはじめとする高速鉄道の整

備を国主導により早期に具体化されるとともに、阪神高速道路信濃橋渡り線

の早期竣工を実現されたい。

また、空港機能の一層の充実及び防災機能強化の観点から、空港連絡南ル

ートの早期具体化を図るとともに、幹線道路ネットワークの整備及び早期形

成を図るための財源確保に向け積極的な取組を図られたい。

４.関西国際空港全体構想の早期実現に向け

ての２期事業の完全供用について

国におかれては、関西国際空港計画時に地元に対し提示された３点セット

（空港の全体計画・空港の環境アセス・周辺地域整備の考え方）を踏まえ、

将来の需要動向等に迅速に対応できるよう２期事業の完全供用を図られたい。

また、地元市町に対し約した事項については、責任をもって確実に講じら

れたい。



５．関西国際空港を活かしたインバウンドの

拡大について

地元泉州９市４町では、泉州観光プロモーション推進協議会を設立し、新

関西国際空港株式会社と連携しながら、泉州地域の資源を活かした観光振興

やスポーツツーリズムの振興を通じて、関空イン・関空アウトのインバウン

ドに取り組んでいるところである。

国におかれても、２０２０年、訪日外国人旅行者数２，０００万人の実現

に向け、観光ビザの緩和推進及び出入国審査場における混雑緩和やファース

トレーン設置支援、ビジネスジェットの使用環境の整備等を一層推進された

い。

６．大阪国際空港について

大阪国際空港については、関西国際空港の国際ハブ空港としての再生及び

強化を阻害しないよう「関西国際空港及び大阪国際空港の一体的かつ効率的

な設置及び管理に関する基本方針」に基づき運用することを空港運営権者に

徹底されたい。

また、長距離国内線の扱いについては、関西国際空港の際内乗継機能への

影響に十分配慮した上で、現行の運用を厳守されたい。



泉州市・町関西国際空港推進協議会

会 長 高石市長 阪 口 伸 六

副会長 堺市長 竹 山 修 身

副会長 熊取町長 中 西 誠

監 査 泉南市長 竹 中 勇 人

委 員 和泉市長 辻 宏 康

委 員 泉大津市長 伊 藤 晴 彦

委 員 岸和田市長 信 貴 芳 則

委 員 貝塚市長 藤 原 龍 男

委 員 泉佐野市長 千 代 松 大 耕

委 員 阪南市長 福 山 敏 博

委 員 忠岡町長 和 田 吉 衛

委 員 田尻町長 原 明 美

委 員 岬町長 田 代 堯


